
３．植物調査

3.1 調査項目

(1)植物相調査

①植物相

②貴重な植物種

(2)植生調査

①植生調査

②植生分布状況（現存植生図）

③植生断面図

④貴重な植生分布状況

3.2 調査時期

平成17年８月10日～12日

3.3 調査範囲

地区、 地区、 地区の植物相調査範囲、植生調査地点、植生断面図調査ラN S T
インを図 - ～ - に示した。3 1 3 3
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図3-1　植物調査地点図(N地区)
　　 (植物相調査、植生調査、植生断面図調査)

凡例

:植物調査範囲

:植生断面図調査ライン(L-4）

:植生調査地点(N-1～25)

※出典：地形図(平成13年:国土地理院)
　　　　空中写真(平成15年:国土地理院)
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図3-2　植物調査地点図(S地区)
　　 (植物相調査、植生調査、植生断面図調査)

凡例

:植物調査範囲

:植生断面図調査ライン(L-7）

:植生調査地点(S-1～7)

※出典：地形図(平成13年:国土地理院)
　　　　空中写真(平成15年:国土地理院)
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図3-3　植物調査地点図(T地区)
　　 (植物相調査、植生調査、植生断面図調査)

凡例

:植物調査範囲

:植生断面図調査ライン(L-8）

:植生調査地点(T-1～9)

※出典：地形図(平成7年:国土地理院)
　　　　空中写真(平成15年:国土地理院)

※地形図は、平成7年(国土地理院)を基本として、一部、空中写真(平
成15年:国土地理院)を参考に修正した。
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3.4 調査方法

(1)植生調査

①植生調査（群落組成調査）

植生調査は、植物社会学的調査法(Braun-Blanquet:1964)に基づき以下のとお

り実施した。

a.調査区の設定

植生調査を対象とする植生内に調査方形枠を設置した。これら、調査区の大

きさは、対象とする群落により異なり 最小面積法に基づいて決定した。また、※

概略的な決定の仕方として、群落の優占種の高さを１辺とし正方形とする方法が

あり、この方法は種類数の多い複雑な群落でなければ適用可能である。

最小面積法とは、一般的に調査する面積が広くなるほど出現種類数は増加し、ある面積まで広くなる
※

とその値は一定となる。これを種数－面積曲線であらわし、その変曲点から求められた面積を調査面

積とする方法である。

b.階層構造の区分

方形枠内の植生型によって、高木

林は階層構造を４階層の高木層・亜

高木層・低木層・草本層、亜高木林

は亜高木層・低木層・草本層、低木

林は低木層・草本層の２階層、草原

は草本層の１階層に区別した。

c.リストの作成

各階層毎に植物のリスト（群落組成表）を作成した。

d.被度と群度の測定

各階層の出現種毎に被度と群度の測定を行った。被度と群度の基準は下表に示

した。

なお、被度と群度の測定方法は、調査地点（方形区）内で、ある出現種が方形

区内の面積の1/4(25%）以上～1/2(50%）以下を占有する場合に｢被度：３｣、方形

区内の群がりの状態が大きな斑を形成あるいはまだら状の場合に｢群度：３｣とな

り 「３・３」と記録した。また、個体数・植被率ともに少ない場合は「＋」と、

記録した。

層構造区分（高木林の場合：４階層）

被度と群度の基準表

（被 度）＝各植物の方形区内での広がりの状態

被度：５＝被度が 3/4以上を優占する。

被度：４＝被度が 1/2以上～3/4以下を占有する。

被度：３＝被度が 1/4以上～1/2以下を占有する。

被度：２＝被度が 1/10以上～1/4以下を占有する。

被度：１＝被度が1/10以下を占有する。

被度：＋＝少数で被度は低い。

優占度：５ 優占度：４ 優占度：３ 優占度：２ 優占度：１

（群 度）＝各植物の方形区内での群がりの状態

群度：５＝カ－ペット状に分布する。

群度：４＝カ－ペットに穴があいている状態。

群度：３＝大きな班を形成あるいはまだら状。

群度：２＝斑状に分布する。

群度：１＝小群状あるいは単独に分布する。

群度：５ 群度：４ 群度：３ 群度：２ 群度：１

資料： 第 回自然環境保全基礎調査」 年 環境庁「 2 1980

出典：植物社会学的調査法( - )による。Braun Blanquet=1964

）②植生分布状況（現存植生図

相観に基づいて植物群落を識別するとともに凡例を作成し、その凡例に従い現

（ 、 ） 。地で植生の分布を地形図上 比屋根湿地1/500 周辺海岸域1/1000 に図示した
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③植生断面調査

周辺海岸域は３箇所に区分しており海岸から内陸部へ各１ﾗｲﾝを設け計３ﾗｲﾝの

調査を行った。調査はﾒｼﾞｬｰ等を利用し海岸背後の道路や建造物から海岸域の植

生の広がり状況を植生断面図に記載すると共に草丈や樹高及び代表的な出現種等

も合わせて図示した。

④貴重な植物群落

以下に該当する貴重な植物群落を抽出した。

・国指定天然記念物

・沖縄県指定天然記念物

・沖縄市指定天然記念物

・ 第２回自然環境保全基礎調査（緑の国勢調査）特定植物群落調査報告書「

日本の重要な植物群落 南九州・沖縄版」(1980年 環境庁)での選定群落

・ 第３回自然環境保全基礎調査（緑の国勢調査）特定植物群落調査報告書「

（追加調査・追跡調査）(1988年 環境庁)での選定群落

・ 植物群落ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ･ﾌﾞｯｸ」(1996年（財）日本自然保護協会・ 財）世界「 （

自然保護基金日本委員会)での選定種

・ 特定植物群落選定基準」(1980年 環境庁)での選定種「

(2)植物相調査

①植物相

調査区域内の植物種を現地で踏査することによって記録を行い、不明な種につ

。 。いては持ち帰り同定を行った これらの結果に基づき維管束植物目録を作成した

なお、植物目録の作成にあたっては、主に「琉球植物目録(1994) （初島住彦」

・天野鉄夫）に基づくものとした。

②貴重な植物種

以下に該当する貴重な植物種を抽出した。

・国指定天然記念物

・沖縄県指定天然記念物

・沖縄市指定天然記念物

・ 絶滅のおそれのあるのある野生動植物の種の保存に関する法律」「

（平成４年法第75号）での選定種

・ 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-ﾚｯﾄﾞﾃﾞ-ﾀﾌﾞｯｸ-」「

(2000年 環境庁）での選定種

・ 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物-ﾚｯﾄﾞﾃﾞ-ﾀおきなわ-」「

(1996年 沖縄県）での選定種

3.5 調査結果

(1)植物相調査

①植物相

3 1 3 3 23周辺海岸のＮ地区 Ｓ地区 Ｔ地区で確認された植物種は 表 - - に示した、 、 、 、

目 科 種であった。３地区で共通して確認した 種を列挙すると、在来種は木34 87 19
本類のヤマグワ、モモタマナ、ハマゴウ、クサトベラ、アダン、草本類のカワラア

カザ、ハマエノコロ、ハイキビ、つる性植物のスナヅル、ハマササゲ、グンバイヒ

、 （ ）、ルガオで 種 帰化種及び栽培逸出種は木本類のトキワギョリュウ モクマオウ11
ギンネム、草本類のマメグンバイナズナ、コマツヨイグサ、ホウキギク、シロノセ

ンダングサ、ハイシロノセンダングサ、つる性植物のアメリカネナシカズラで８種

となり出現種全体の約 ％を占めていた。22
また、確認した植物種のうち自生種と帰化種及び栽培逸出種の出現状況をみると

3 2 20 28 63 10 11表 - に示したとおり 自生種が 目 科 種 帰化種及び栽培逸出種が 目、 、

科 種で、帰化種等の全体に占める割合が約 ％となった。なお、各地区毎の調24 28
査結果は以下に示した。

1)Ｎ地区

21 29 71 19 27Ｎ地区で確認した植物種は、 目 科 種で、これらのうち自生種が 目

科 種、帰化種及び栽培逸出種が９目 科 種であった。帰化種等がＮ地区全体54 10 17
に占める割合は約 ％であった。24
また、３地区のうちＮ地区のみで確認された 種は、本地区特有の塩湿地に生育28
する木本類のアカバナヒルギ（オヒルギ 、メヒルギ、ヤエヤマヒルギ、草本類の）

ミルスベリヒユ、サワスズメノヒエ、ソナレシバなどの在来種のほか比屋根湿地の

陸地化した地域に繁茂する帰化種のヒイラギギクなどが含まれる。

2)Ｓ地区

21 41 12 15Ｓ地区で確認した植物種は、15目 科 種で、これらのうち自生種が 目

科 種、帰化種及び栽培逸出種が 目 科 種であった。帰化種等がＳ地区全25 10 10 16
体に占める割合は ％であった。39
また、３地区のうちＳ地区のみで確認された８種は、在来種で草本類のヤンバル

クルマバナ、ツキイゲ、シマツユクサ、帰化種等で草本類のアオビユ、アメリカハ

マグルマ、パラグラス、ヒメオニササガヤ、やし類のヤマドリヤシであった。

3)Ｔ地区

21 38 14 18Ｔ地区で確認した植物種は、16目 科 種で、これらのうち自生種が 目

科 種、帰化種及び栽培逸出種が９目８科 種であった。帰化種等がＴ地区全体28 10
に占める割合は約 ％であった。26
また、３地区のうちＴ地区のみで確認された６種は、在来種で草本類のシロバナ

、 、 、 、ミヤコグサ ハマダイゲキ キキョウラン 帰化種等で草本類のヒメムカシヨモギ

アフリカヒゲシバ、アキメヒシバであった。
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表3-1 出現種の各分類毎の数

表3-2 自生種及び帰化種・栽培逸出種

帰化種及び 帰化種及び 帰化種及び 帰化種及び

栽培逸出種 栽培逸出種 栽培逸出種 栽培逸出種

目・科・種 目・科・種 目・科・種 目・科・種 目・科・種 目・科・種 目・科・種 目・科・種
シダ 　0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0

植 種 裸子 　0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0
物 子 被 離弁花 　9・13・25 6・　6・　8 6・　6・　8 6・　6・　7 8・　9・11 6・　5・　4 　9・13・27 6・　6・　9
子 合弁花 　5・　9・13 2・　3・　7 2・　5・　6 2・　2・　5 3・　6・　8 2・　2・　5 5・　8・14 2・　3・　9
単子葉類 　5・　5・16 1・　1・　2 4・　4・11 2・　2・ 4 3・　3・　9 1・　1・　1 6・　7・22 2・ 2・ 6

19・27・54 　9・10・17 12・15・25 10・10・16 14・18・28 9・　8・10 20・28・63 10・11・24
(76.1) (23.9) (61.0) (39.0) (73.7) (26.3) (72.4) (27.6)

(100.0) (100.0)

Ｎ地区 Ｓ地区 Ｔ地区
区分

21・29・71 15・21・41 16・21・38

双子葉類

自生種 自生種

計（割合％）

(100.0) (100.0)
23・34・87

合計

自生種

調査場所

自生種

調査場所
N地区 Ｓ地区 Ｔ地区
目・科・種 目・科・種 目・科・種 目・科・種

シダ 　0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0
植 種 裸子 　0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0 0・　0・　0
物 子 被 離弁花 11・16・33 　8・11・15 10・12・15 11・17・36
子 合弁花 　5・　8・20 2・　5・11 3・　6・13 5・　9・23
単子葉類 　5・　5・18 5・　5・15 3・　3・10 7・　8・28
計 21・29・71 15・21・41 16・21・38 23・34・87

双子葉類

区分
合計

表3-3　維管束植物目録

種名

1  ﾓｸﾏｵｳ  ﾓｸﾏｵｳ  ﾄｷﾜｷﾞｮﾘｭｳ(ﾓｸﾏｵｳ) Casuarina equisetifolia J.R.et J.G.Forst ○ ○ ○ ×

2  ｲﾗｸｻ  ｸﾜ  ｶﾞｼﾞｭﾏﾙ Ficus microcarpa L.f. ○ ○ ○

3  ｱｺｳ Ficus superba (Miq.)Miq.var.japonica Miq. ○ ○ ○

4  ﾊﾏｲﾇﾋﾞﾜ Ficus virgata Reinw.ex Bl. ○ ○

5  ﾔﾏｸﾞﾜ(ｼﾏｸﾞﾜ) Morus australis Poir. ○ ○ ○ ○

6  ｲﾗｸｻ  ｶﾗﾑｼ Boehmeria nivea (L.)Gaudich.var.nipononivea (Koidz.)W.T.Wang ○ ○

7  ﾀﾃﾞ  ﾀﾃﾞ  ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus Houtt. ○ ○

8  ｱｶｻﾞ  ｱｶｻﾞ  ｶﾜﾗｱｶｻﾞ Chenopodium virgatum Thunb. ○ ○ ○ ○

9  ﾊﾏﾏﾂﾅ(ﾋｼﾞｷｱｶｻﾞ) Suaeda maritima (L.)Dumort. ○ ○ ○

10  ﾋﾕ  ｱｵﾋﾞﾕ(ﾎﾅｶﾞｲﾇﾋﾞﾕ) Amaranthus gracilis Desf. ○ △

11  ｻﾞｸﾛｿｳ  ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ(ﾊﾏｽﾍﾞﾘﾋﾕ) Sesuvium portulacastrum (L.) L. ○ ○

12  ｼﾛﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕ Sesuvium portulacastrum (L.) L. var. griseum Degener& Fosberg ○ ○ ○

13  ﾂﾙﾅ Tetragonia tetragonioides (Pall.)O.K. ○ ○ ○

14  ﾓｸﾚﾝ  ｸｽﾉｷ  ｽﾅﾂﾞﾙ Cassytha filiflormis L. ○ ○ ○ ○

15  ｹｼ  ｱﾌﾞﾗﾅ  ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ Lepidium virginicum L. ○ ○ ○ △

16  ﾊﾞﾗ  ﾄﾍﾞﾗ  ﾄﾍﾞﾗ Pittosporum tobira (Thunb.) Dryand ex Aiton ○ ○

17  ﾏﾒ  ﾏﾙﾊﾞﾀﾞｹﾊｷﾞ(ｻｻﾊｷﾞ) Alysicarpus vaginalis (L.) DC. ○ ○

18  ｱﾒﾘｶｺﾞｳｶﾝ(ﾊｲｸｻﾈﾑ) Desmanthus illinoensis (Michx.) MacM. ○ ○ △

19  ﾀﾁｼﾊﾞﾊｷﾞ Desmodium canum (Gmel.) Schinz& Thellung ○ △

20  ｷﾞﾝﾈﾑ(ｷﾞﾝｺﾞｳｶﾝ) Leucaena leucocephala (Lam.)de Wit ○ ○ ○ ×

21  ｼﾛﾊﾞﾅﾐﾔｺｸﾞｻ Lotus australis Andr. ○ ○

22  ｸﾛﾖﾅ Pongamia pinnata (L.) Pierre ○ ○

23  ﾊﾏｻｻｹﾞ(ﾊﾏｱｽﾞｷ) Vigna marina (Burm.) Merr. ○ ○ ○ ○

24  ﾌｳﾛｳｿｳ  ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ  ｱｶｷﾞ Bischofia javanica Bl. ○ ○

25  ﾊｲﾆｼｷｿｳ Euphorbia chamaesyce L. ○ ×

26  ﾊﾏﾀﾞｲｹﾞｷ(ｽﾅﾀﾞｲｹﾞｷ) Euphorbia chamissonis (Klotsh& Garcke)Boiss. ○ ○

27  ｼﾏﾆｼｷｿｳ Euphorbia hirta L. ○ ○ △

28  ｵｵﾊﾞｷﾞ Macaranga tanarius (L.)Muell.-Arg. ○ ○

29  ﾆｼｷｷﾞ  ﾆｼｷｷﾞ  ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ Maytenus diversifolia (Maxim.)Ding Hou ○ ○ ○ Ⅱ 希少

30  ｱｵｲ  ｱｵｲ  ｻｷｼﾏﾌﾖｳ Hibiscus mutabilis L.var.spontanea (Makino) Hatusima,comb.nov. ○ ○

31  ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ(ﾔﾏｱｻ) Hibiscus tiliaceus L. ○ ○ ○

32  ﾌﾄﾓﾓ  ﾋﾙｷﾞ  ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ(ｵﾋﾙｷﾞ) Bruguiera gymnorrhiza (L.) Lam. ○ ○

33  ﾒﾋﾙｷﾞ Kandelia candel (L.) Druce ○ ○

34  ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ Rhizophora mucronata Lam. ○ ○

35  ｼｸﾝｼ  ﾓﾓﾀﾏﾅ(ｺﾊﾞﾃｲｼ) Terminalia catappa L. ○ ○ ○ ○

36  ｱｶﾊﾞﾅ  ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera laciniata Hill ○ ○ ○ △

37  ｻｸﾗｿｳ  ｻｸﾗｿｳ  ﾊﾏﾎﾞｯｽ Lysimachia mauritiana Lam. ○ ○ ○

38  ﾘﾝﾄﾞｳ  ｷｮｳﾁｸﾄｳ  ﾐﾌｸﾗｷﾞ(ｵｷﾅﾜｷｮｳﾁｸﾄｳ) Cerbera manghas L. ○ ○

39  ｼｿ  ﾋﾙｶﾞｵ  ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Cuscuta pentagona Engelm. ○ ○ ○ △

40  ﾉｱｻｶﾞｵ Ipomoea acuminata (Vahl) Roem.& Schult. ○ ○ ○

41  ｸﾞﾝﾊﾞｲﾋﾙｶﾞｵ Ipomoea pes-caprae (L.) Sweet ssp.brasiliensis (L.) Ooststr. ○ ○ ○ ○

42  ﾑﾗｻｷ  ﾓﾝﾊﾟﾉｷ Argusia argentea (L.f.) H.Hein ○ ○ ○

43  ｸﾏﾂﾂﾞﾗ  ﾗﾝﾀﾅ(ｼﾁﾍﾝｹﾞ) Lantana camara L.var.aculeata (L.) Moldenke ○ ×

44  ﾊﾏｺﾞｳ Vitex rotundifolia L.f. ○ ○ ○ ○

45  ｼｿ  ﾔﾝﾊﾞﾙｸﾙﾏﾊﾞﾅ(ﾔﾝﾊﾞﾙﾂﾙﾊｯｶ) Leucas mollissima Wall.ex Benth.var.chinensis Benth. ○ ○

46  ｳﾘ  ｳﾘ  ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒｳﾘ Diplocyclos palmatus (L.) C.Jeffrey ○ ○

47  ｷｷｮｳ  ｸｻﾄﾍﾞﾗ  ｸｻﾄﾍﾞﾗ(ﾃﾘﾊｸｻﾄﾍﾞﾗ) Scaevola taccada (Gaertn.) Roxb. ○ ○ ○ ○

48  ｷｸ  ﾎｳｷｷﾞｸ Aster subulatus Michx. ○ ○ ○ △

49  ｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ(ｱﾜﾕｷｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ) Bidens pilosa L. var.radiata Sch.-Bip. ○ ○ ○ △

50  ﾊｲｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ(ﾊｲｱﾜﾕｷｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ) Bidens pilosa L. f.decumbens Sherff ○ ○ ○ △

51  ｼﾏｱｻﾞﾐ(広義) Cirsium brevicaule A.Gray ○ ○ ○

52  ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Conyza canadensis (L.) Cronq. ○ △

53  ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis (Retz.) E.H.Walker ○ △

54  ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta prostrata (L.) L. ○ ○

55  ｳｽﾍﾞﾆﾆｶﾞﾅ Emilia sonchifolia (L.) DC. ○ ○ ○

56  ｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica L. ○ ○ ○

57  ﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ Pluchea indica (L.) Less. ○ ×

58  ｷﾀﾞﾁﾊﾏｸﾞﾙﾏ(ﾄｷﾜﾊﾏｸﾞﾙﾏ) Wedelia biflora (L.) DC. ○ ○ ○

59  ｱﾒﾘｶﾊﾏｸﾞﾙﾏ Wedelia trilobata (L.) Hitchc. ○ ×

60  ﾀｺﾉｷ  ﾀｺﾉｷ  ｱﾀﾞﾝ(ｱﾀﾞﾝﾉｷ) Pandanus odoratissimus L.f. ○ ○ ○ ○

61  ｲﾊﾞﾗﾓ  ﾋﾙﾑｼﾛ  ｶﾜﾂﾙﾓ Ruppia maritima L. var.japonica Hara ○ ○ 危急

62  ｲﾈ  ｲﾈ  ﾊﾟﾗｸﾞﾗｽ Brachiaria mutica (Forsk.) Stapf ○ △

63  ｸﾘﾉｲｶﾞ Cenchrus brownii Roemer et Schult. ○ △

64  ｱﾌﾘｶﾋｹﾞｼﾊﾞ(ﾛ-ｽﾞｸﾞﾗｽ) Chloris gayana Kunth ○ △×

65  ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ Cynodon dactylon (L.) Pers. ○ ○ ○

66  ﾋﾒｵﾆｻｻｶﾞﾔ Dichanthium annulatum (Forsk.) Stapf ○ △

67  ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria violascens Link ○ ○

68  ｵﾋｼﾊﾞ Eleusine indica (L.) Gaertn. ○ ○ ○

69  ﾁｶﾞﾔ(ﾀﾞﾝﾁﾁｶﾞﾔ) Imperata cylindrica (L.) Beauv.var.major (Nees) C.E.Hubb. ○ ○

70  ﾊｲｼﾊﾞ Lepturus repens (G.Forst.) R.Br. ○ ○ ○ Ⅱ

71  ｽｽｷ Miscanthus sinensis Anderss. ○ ○ ○

72  ﾊｲｷﾋﾞ Panicum repens L. ○ ○ ○ ○

73  ｻﾜｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum vaginatum Sw. ○ ○

74  ﾖｼ(ｷﾀﾖｼ) Phragmites australis (Cav.) Trin.ex Steud. ○ ○

75  ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis (L.) Beauv. ○ ○ ○

76  ﾊﾏｴﾉｺﾛ Setaria viridis (L.) Beauv.var.pachystachys (Fr.&Sav.) Makino& Nemoto ○ ○ ○ ○

77  ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ Sorghum halepense (L.) Pers. ○ ○ △

78  ﾂｷｲｹﾞ Spinifex Littoreus (Brum.f.) Merr. ○ ○

79  ｿﾅﾚｼﾊﾞ Sporobolus virginicus (L.) Kunth ○ ○

80  ｸﾛｲﾜｻﾞｻ Thuarea involuta (G.Forst.) R.Br.ex Roem.& Schult. ○ ○ ○

81  ｺｳﾗｲｼﾊﾞ Zoysia matrella (L.) Merr.var.pacifica Goudswaard ○ ○ ○

82  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ  ｼｵｶｾﾞﾃﾝﾂｷ(ﾀﾏﾃﾝﾂｷ､ｼﾊﾞﾃﾝﾂｷ) Fimbristylis cymosa (Lam.) R.Br. ○ ○ ○

83  ｲｿﾃﾝﾂｷ Fimbristylis pacifica Ohwi ○ ○

84  ﾔｼ  ﾔｼ  ﾔﾏﾄﾞﾘﾔｼ(ｱﾚｶﾔｼ) Chrysalidocarpus lutescens (Bory) H.Wendl. ○ ×

85  ﾂﾕｸｻ  ﾂﾕｸｻ  ｼﾏﾂﾕｸｻ(ﾊﾀﾞｶﾂﾕｸｻ) Commelina diffusa Burm.f. ○ ○

86  ﾕﾘ  ﾕﾘ  ｷｷｮｳﾗﾝ Dianella ensifolia (L.) DC.f.recemulifera (Schiffner) Liu& Ying ○ ○

87  ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ  ﾊﾏｵﾓﾄ Crinum asiaticum L.var.japonicum Baker ○ ○

計 23目 34科 87種 71 41 38 － － ２種 ２種
配列は主に「琉球植物目録(1994)」初島住彦・天野鉄夫（沖縄生物学会）に従い作成した。

注1)表中、備考欄の「在来種及び帰化植物等」は、○が在来種、△が帰化種、×が栽培逸出種を表す。
注2)表中、備考欄の「貴重種」は、以下に示した。
1.種の保存：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣(平成4年法律75号)

国内→国内希少野生動植物種(本邦に生息し又は生育する絶滅のおそれのある野生動植物の種)
国際→国際希少野生動植物種(国際的に協力して保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物の種)

2.環境省：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物-ﾚｯﾄﾞﾃﾞ-ﾀﾌﾞｯｸ-｣(2000年 環境庁）
ⅠA→絶滅危惧ⅠA類（絶滅の危機に瀕している種-ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）
ⅠB→絶滅危惧ⅠB類（絶滅の危機に瀕している種-ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの
 Ⅱ→絶滅危惧Ⅱ類 （絶滅の危険が増大している種-現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合､近い将来「絶滅危惧Ⅰ類｣のランクに移行することが確実と考えられるもの）
 準→準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの）

3.沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物―ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわ―｣(1996年 沖縄県)
危惧→絶滅危惧種（絶滅の危機に瀕しているもの) 
危急→危急種（絶滅の危機が増大しているもの）
希少→希少種（現在のところ「絶滅危惧種」にも「危急種」にも該当しないが、生育条件の変化によって容易に上位のランクに移行するような要素（脆弱性）を有するもの）

種子植物門 被子植物亜門 双子葉植物綱 離弁花亜綱

種子植物門 被子植物亜門 双子葉植物綱 合弁花亜綱

種子植物門 被子植物亜門 単子葉植物綱

通し
No.

目名 科名
泡瀬海岸 1)在来種

及び
帰化種等

2)貴重種

N地区 種の保存 環境省 沖縄県S地区 T地区
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②貴重な植物種

周辺海岸の３地区のうち貴重種を確認した地区は、Ｎ地区、Ｔ地区の２地区で出

現種を表 - に示した。 地区がハリツルマサキ（ニシキギ科 、カワツルモ（ヒル3 4 N ）

ムシロ科 、ハイシバ（イネ科）の３種、Ｔ地区がハリツルマサキ、ハイシバの２）

種であった。

ハリツルマサキは、環境省のレッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類、沖縄県のレッ

ドデータおきなわで希少種に選定、カワツルモは、沖縄県レッドデータおきなわで

危急種に選定、ハイシバは、環境省のレッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類に選定さ

れている。

なお、貴重種確認地点及び植物分布状況図は、Ｎ地区を図 - 、Ｓ地区を図 - 、3 4 3 5
Ｔ地区を図 - に示した。以下に出現状況を述べた。3 6

1)Ｎ地区

ハリツルマサキは砂嘴に生育分布するトキワギョリュウ（モクマオウ）林下の砂

。 、礫地で10株程度を確認した この種は庭木や道路の植裁帯等によく利用されており

隣接する県道227号線の植裁桝や公園遊歩道脇の緑地帯にも植裁がみられることか

ら、栽培逸出種と考えられる。

カワツルモは沈水性の植物で、サワスズメノヒエ等が分布する塩湿地の水面下で

確認された。

ハイシバは海岸に生育する植物でコマツヨイグサが分布する砂礫地で小群状に分

布がみられた。

2)Ｓ地区

貴重な植物種は確認されていない。

3)Ｔ地区

ハリツルマサキはトキワギョリュウ林下の砂礫地で１株を確認した。

ハイシバは海岸のコマツヨイグサの生育する砂浜や陽の当たるトキワギョリュウ

の林下の砂礫地で１株～小群状の分布を確認した。

表3-4 貴重な植物種の状況

目名 科名 種名 注１ 注2 注3 注4 注5 注6

国 県 沖縄市 種保存環境庁沖縄県

1 ﾆｼｷｷﾞ ﾆｼｷｷﾞ ﾊﾘﾂﾙﾏｻｷ Ⅱ類 希少 ○ ○

2 ｲﾊﾞﾗﾓ ﾋﾙﾑｼﾛ ｶﾜﾂﾙﾓ 危急 ○

3 ｲﾈ ｲﾈ ﾊｲｼﾊﾞ Ⅱ類 ○ ○

計 ３目 ３科 ３種 ― ― ― ― ２種 ２種 ３種 － ２種

注１.   国  ：国指定天然記念物

注３. 沖縄市：沖縄市指定天然記念物
注４. 種保存：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣（平成４年法律75号)での選定種

国内→国内希少野生動植物種（本邦に生息し又は生育する絶滅のおそれのある野生動植物の種）
国際→国際希少野生動植物種（国際的に協力して保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生動植物の種）

注５. 環境庁：「改訂･日本の絶滅のおそれのある野生生物-ﾚｯﾄﾞﾃﾞ-ﾀﾌﾞｯｸ｣(2000  環境庁）での選定種
Ⅱ類→絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種）

注６. 沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物ｰﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわｰ」（1996  沖縄県）での選定種
危急→危急種
希少→希少種

Ｎ地区 Ｓ地区 Ｔ地区

確認場所

注２.   県  ：沖縄県指定天然記念物

№
指定状況
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